















論  文  題  目  
アンモニア酸化細菌 Nitrosomonas mobilis Ms1の 
増殖速度のばらつきと凝集形態が 
難培養性に与える影響の解析 
Analysis of the effect of growth rate variation and the aggregation  



























2020 年 2 月  
 1 




の中でも Nitrosomonas  mobi l i s は，均一に培養しても安定した増殖速度を
維持できない。その原因の一つは，細胞ごとの表現型の不均一性が考えられ




 第 2 章では，N.  mobi l i s  Ms1 の増殖速度のばらつきを集団レベルおよび 1



















2 .  論文審査結果  
 2020 年 1 月 8 日に行われた公聴会において，論文内容および関連する事
項について質疑応答が行われた。その概要を以下に示す。  





















(4 )  難培養を易培養にするにはどのような手段が考えられるかという質問が
あり，トランスクリプトーム解析の結果を利用して，増殖する細胞で発現す
る遺伝子やその代謝産物を利用することが考えられるという回答がなされた。 














な誤解を生む可能性のある論文中の記述を修正するという回答がなされた。   
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